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はじめに

　琵琶湖北湖中央部における透明度は、通常6属前後

であるが、1989年7月3日の宰期調査時に北湖全地戚で

2．5～3嵐まで低下した。また、長さ10μm以上の植物

プランケトン数が少ないにもかかわらず、ケ叩フィ肱量が増加

していた。この湖水を薦射蛍光顕微鏡を用いて観察し

焙、肚課、卿フィ絶素およびフィ地素を有する約1μ曜

度の球状およぴ短桿状のピコフ0ラン弊ンが、琵琶湖北湖全

域で106cells・一r1程度観察された。

　当センターでは、このピコプランケトンの季節的消長を把

握するために、プランケトンを主としたモニ妙ンゲ調査を実施

したので、その結果について報告する。

調査方法

期閥：星989年7月から1991年3月

地点：北湖7地点．潮湖4地点の計11地点

　　　（北湖巾央では水深別調査）

測定項目：ピコプランウトン数’（湖水を滅菌瓶に分取し、

無染色のまま検鏡プレート（暦対）上に封入し、落射蛍光顕

微鏡G励起により計数した），水温，透明度，夘ロフィ肱量，

全細菌数，植物プランケトンおよび動物プランケトンの種類と数。

調査結果

1．ピコプランケトン細胞数の変動

　琵琶湖におけるピコプラン弊ン細胞数は、年問を通して

105cells・□ri以上存在しているが、1989年と1990年の

7月には、106cells・ロr1以上の大増殖がみられた。

騙値は両耽もに・北湖北部の知内川榊央であり・ノ01

1989年は4．6×106cells・・r！，1990璃よ2・5×106celis

（1）

嘱r1で、107cens・口r1以上は観察されていない。

　その消長をみると、1990年の冬季は103～104ce”s・

昌r！と少ないが、5月から増殖が始まり6月末には106

cells咽i－iにまで増加し、・7月上旬にピーケとなった。

8月に入ると、105celIs唱r！にまで減少し、それ以降

さらに減り、12月から翌年の4月にかけて約104ceUs・

副一1程度であった。

　このようなピコプランケトン細胞数の季節的変動は、琵琶

湖全地点で見られたが、北湖北部水域での増殖が特に

大きく、南湖では少なく推移していた。

　最大増殖時期の鉛直分布は、表層部（100瓢）に比べ5匿
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層（13膿）や10一層（15傭）に多く存在し、躍層以深の30

圏層では炎層の20駕と少なく、底部（90圏層）では殆ど観察

されなかった。ケ四フ補a量についても、表層部より5一層

および10鳳周が斑い顛向にあった・

　ピコプランケトンと水温の関係をみると、22℃前後の水混域

で106cells・副4以上のヒoコフoランケトンが寂察された。

2．ヒ●コプランケトン増殖時の生物相

　北湖中央での7月の透明度は、監987年5。7国，ig88年は

6．2■であったが、1989年は2．9口，1990年3。2巴と低下し、

北湖全域の平均殖も、それぞれ3。3■，4。0昌と低かった。

　この時期、全細菌数や長さ10μ■以上の植物プラン外ン

数は少なく推移し、小型の動物プラン外ンである繊毛虫類

のHalteria幽や卿楓sp．等、およ
ぴ、大型の動物フ’ランケトンであるEodiapt燃蝿聰o蝋

やnauplius等もこの時期に減少を示した。

　しかし、ピコプランケトンより少し大型で棒状（長さ約5μ属）

の膨麗SP。（最高L3×104cens’■iつは・
ピコプランケトンの発生よりやや早くから増殖を示し、また

大型の繊毛虫で群体を形成する馳虻甦即．（4。1×

103particles・1一・）や、輪虫類の無planchnasP・は発

生と同時期に増加を示した。

　ピコプランケトンと同時期に存在するプランケトンや、その時の

水質が、ピコプランケトンの消長にどのように関与しているの

か、今後も調査研究を進めたい。
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